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特
別
展
「
童
画
家 

佐
々
木
恵
未　

　
　
　
　

し
あ
わ
せ
色
の
風
」
は
９
月
17
日
ま
で

安
来
市
加
納
美
術
館
だ
よ
り
　
電
話
36

Ｉ
０
８
８
０
　
　

　

子
ど
も
の
心
を
持
ち
続
け
、
数
多
く

の
童
画
を
描
き
続
け
た
佐
々
木
恵
未
さ

ん
（
１
９
５
５-

２
０
１
４
年
）
。
美

術
館
で
は
、
作
品
を
通
し
て
恵
未
さ
ん

の
思
い
を
届
け
る
展
覧
会
を
９
月
17
日

ま
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

恵
未
さ
ん
は
24
歳
で
現
代
童
画
会
賞

と
講
談
社
童
画
グ
ラ
ン
プ
リ
優
秀
賞
を

受
賞
。
作
品
を
見
た
人
々
は
彼
女
の
「
童

心
」
で
描
い
た
絵
に
大
変
驚
き
ま
し

た
。

　

恵
未
さ
ん
は
、
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー

と
し
て
多
く
の
仕
事
を
し
ま
し
た
。
充

分
な
時
間
を
か
け
て
し
っ
か
り
取
材

し
、
み
ん
な
に
喜
ん
で
も
ら
い
た
い
と

願
っ
て
隅
々
ま
で
心
を
込
め
て
て
い
ね

▼期日：９月９日㈰

①10時～ 12時② 13時～ 15時

解説付きで企画展を鑑賞後、茶室

如水庵で名碗に触れ、季節のお菓

子とお茶を愉しみます。

▼参加費は一人 2,500 円、定員

は各 15名。詳しくは美術館にお

尋ねください。
　　※写真は林正太郎「赤志野茶碗」

戦国風肉みそおにぎり

和田管理栄養士のちょっこし食育レシピ　

（材料）　　　　　　　（４人分）

ごはん　　　　　　　茶碗２杯分

豚ミンチ　　　　　　１００g

　　みそ　　　　　　小さじ４

　　みりん　　　　　大さじ２

　　酒　　　　　　　大さじ２

　　砂糖　　　　　　小さじ２

しょうが（みじん）　  ひとかけ

油　　　　　　　　　大さじ 1

焼きのり　　　　　　適量

青しそ　　　　　　　適量

塩分
0.7g279Kcal

【作り方】

①フライパンに油をひき、しょうがを炒める。香りがし

　てきたら豚ミンチを入れ、軽く炒める。

②Aを加えて焦げないように混ぜながら、弱火で煮つ

　める。

③ごはん茶碗にラップを敷き、ごはんを茶碗半膳分のせ

　る。ごはんの中央に肉みそを載せ、ラップごと手に取

　り、好みの形に握る。

④お好みで焼きのりや青じその葉を巻く。

⑤できあがりでござる。

今回は全国山城サミット安来大会をイメージした

手軽に食べることができるおにぎりです

※一人分あたり

おに
ぎり
は昔
から

携行
食・
非常
食と
して

食さ
れて
きま
した
。

佐々木恵未「アブラカタブラ（Ⅰ）」（1979年）

い
に
描
き
込
む
、
そ
れ
が
彼
女
の
や
り

方
で
す
。
日
本
生
命
の
カ
レ
ン
ダ
ー
、

ヤ
マ
ハ
音
楽
教
室
の
テ
キ
ス
ト
表
紙
、

一
畑
百
貨
店
の
包
装
紙
を
は
じ
め
多
く

の
作
品
は
こ
う
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

43
歳
の
時
に
島
根
に
帰
る
と
、
故
郷

に
暮
ら
す
人
々
を
テ
ー
マ
に
次
々
に
作

品
を
発
表
。
亡
く
な
る
ま
で
の
16
年
間

の
作
品
に
は
、
島
根
の
土
の
匂
い
が
感

じ
ら
れ
ま
す
。
や
さ
し
く
あ
っ
た
か
い

作
品
に
会
い
に
来
ま
せ
ん
か
。

　

な
お
、
本
展
会
期
中
、
備
前
焼
お
よ

び
名
碗
は
展
示
し
て
い
ま
せ
ん
。
今
秋

（
10
月
27
日
～
12
月
24
日
）
開
催
す
る
特

別
展
で
一
挙
公
開
す
る
予
定
で
す
。

名碗を愉しむ会

「白萩茶会」

【期間中のイベント】
▼ギャラリートーク：９月２日㈰
13 時 30 分～ 15 時・当館館長が作品
にまつわる数々のエピソードを紹介。

A


